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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月12日(2010.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　特に、リールを巻取軸に装着した後、接着フィルムを引き出す際に、リールの巻芯部分
において接着剤のはみ出しが生じていた。
　また、このような長尺のフィルムを引き出す際には、フィルムが滑ることにより、巻巣
又は巻ずれが発生するという問題もある。
　このような問題に対しては、従来、以下のような種々の提案がなされているが、更なる
改良が望まれている。
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